
除
染
・
災
害
廃
棄
物
処
理

　
２
０
１
１
年
３
月

日
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
で
放
射
性
物
質
が
飛
散
し
、
重
大
な
環
境
汚
染
が
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
国
や

地
方
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
追
加
被
ば
く
を
防
ぐ
た
め
の
除

染
作
業
が
動
き
だ
し
て
い
る
。
除
染
に
活
用
で
き
る
技
術
の
公
募
、
実
証
の
他
、
除
染

技
術
の
日
米
情
報
交
流
会
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
空
気
清
浄
協
会
は
放

射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
の
取
り
扱
い
で
、
国
や
地
方
自
治
体
か
ら

明
確
な
方
針
を
求
め
よ
う
と
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
、
膨
大
な
量
の
災
害
廃
棄
物
が
発
生
し
た
。
こ

れ
ら
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
は
、
復
旧
・
復
興
の
大
前
提
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適

正
か
つ
効
率
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
被
災
地
で
は
処
理
能
力
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
災
地
以
外
の
施
設
を
活
用
し
た
広
域
処
理
な
ど
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
海
や
港
湾
に
沈
ん
だ
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。

福
島
市
内
の
住
宅
地
で
の
駐
車
場
の
除
染

除染技術に関する日米情報交流会」で説明する米国企業

追
加
被
ば
く
防
止
へ
本
格
作
業

技術情報共有で米と交流取扱方針求める空調フィルター

広域処理の地ならし徐々 に

水産総合研究センターが試作した
がれき収集・回収のための専用網

宮城県女川町の廃棄物選別処理施設では 東京都環境整備公社
の職員が常駐して 災害廃棄物のコンテナへの積み込みを監視

自
治
体
に
協
力
要
請

適正・効率的対応が急務

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ７月３１日 火曜日 　　

復
旧
復
興
の
前
提

　
東
日
本
大
震
災
で
特
に
被

害
の
大
き
か
っ
た
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
の
３
県
で

は
、
推
計
１
８
８
０
万

の

災
害
廃
棄
物
が
発
生
。
こ
れ

ら
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を

原
則
と
し
て
震
災
発
生
か
ら

３
年
後
の
２
０
１
４
年
３
月

ま
で
に
終
え
よ
う
と
し
て
い

る
。

年
６
月

日
現
在
、

３
県
の
災
害
廃
棄
物
推
計
量

の

％
が
仮
置
き
場
に
搬
入

さ
れ
、
同
推
計
量
の

・
３

％
が
処
理
・
処
分
さ
れ
て
い

る
。

　
災
害
廃
棄
物
処
理
は
復
旧

・
復
興
の
大
前
提
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
地
で
は
全
力
で

再
生
利
用
や
仮
設
焼
却
炉
の

設
置
を
進
め
て
い
る
。
し
か

し
、
最
終
処
分
場
を
含
め
、

処
理
能
力
が
大
幅
に
不
足
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
政
府

は

年
３
月
に
「
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃

棄
物
の
処
理
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
に
基
づ
き
、
地
方

自
治
体
に
広
域
的
な
協
力
の

要
請
を
始
め
た
。

　
現
実
に
は
こ
の
要
請
前
か

ら
地
方
自
治
体
間
の
災
害
廃

棄
物
処
理
に
関
す
る
連
携
が

始
ま
っ
て
い
る
。

　
東
京
都
は

年
９
月
に
岩

手
県
分
、
同
年

月
に
宮
城

県
分
の
受
け
入
れ
を
発
表
。

年
３
月
か
ら
宮
城
県
女
川

町
の
災
害
廃
棄
物
を
本
格
処

理
す
る
な
ど
、
受
け
入
れ
に

着
手
し
て
い
る
。

　
静
岡
県
島
田
市
は

年
５

月
か
ら
岩
手
県
山
田
町
分
の

本
格
処
理
を
実
施
中
だ
。
た

だ
、
他
に
つ
い
て
は
、
受
け

入
れ
検
討
中
の
地
方
自
治
体

が
多
い
。
今
後
、
住
民
の
理

解
を
得
た
上
で
、
本
格
受
け

入
れ
に
移
行
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
産
業
界
も
災
害
廃
棄
物
処

理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
業
界
と
し
て
復
興
の
た

め
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い

き
た
い
」
。
矢
尾
宏
セ
メ
ン

ト
協
会
会
長
が
強
調
す
る
よ

う
に
、
業
界
で
は
震
災
で
生

じ
た
が
れ
き
の
受
け
入
れ
を

進
め
て
い
る
。
住
友
大
阪
セ

メ
ン
ト
は
グ
ル
ー
プ
会
社
の

八
戸
セ
メ
ン
ト

青
森
県

が
地
元
の
八
戸
の
他
、
宮

城
、
岩
手
か
ら
が
れ
き
を
受

け
入
れ
、
年
間
３
万

を
再

利
用
し
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
実
験

　
関
東
で
は
埼
玉
県
で
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
、
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
の
３
工
場
で
が
れ
き
の

受
け
入
れ
の
た
め
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ

た
。
同
県
に
よ
る
と
、
が
れ

き
受
け
入
れ
量
が
１
万
８
０

０
０

以
下
に
な
る
。

　
た
だ
し
、
が
れ
き
の
受
け

入
れ
の
主
体
は
あ
く
ま
で
地

方
自
治
体
。
「
自
治
体
や
工

場
周
辺
の
住
民
の
理
解
と
い

う
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

業
界
と
し
て
は
可
能
な
限
り

と
い
う
姿
勢
で
協
力
し
た

い
」
と
矢
尾
会
長
は
慎
重
な

姿
勢
も
み
せ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
津
波

に
よ
っ
て
東
北
地
方
を
中
心

に
、
が
れ
き
が
大
量
に
海
に

流
出
し
た
。
環
境
省
が

年

３
月
に
公
表
し
た
推
計
に
よ

る
と
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島

の
３
県
か
ら
海
洋
に
流
出
し

た
災
害
廃
棄
物
総
量
は
、
約

５
０
０
万

で
、
そ
の
７
割

が
海
底
に
堆
積
し
て
い
る
。

堆
積
し
た
が
れ
き
は
、
魚
介

類
を
漁
獲
す
る
際
、
漁
具
を

破
損
し
た
り
、
漁
獲
物
を
傷

つ
け
た
り
し
て
、
漁
業
の
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

　
水
産
庁
に
よ
る
と
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県
で

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
漁

業
活
動
に
支
障
の
あ
っ
た
定

置
漁
場
、
養
殖
漁
場
に
つ
い

て
は
、
が
れ
き
撤
去
が
ほ
ぼ

終
了
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

以
外
の
沿
岸
漁
場
、
沖
合
漁

場
な
ど
に
つ
い
て
は
、

年

度
ま
で
が
れ
き
撤
去
が
行
わ

れ
る
見
込
み
だ
。

　
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

は
被
災
地
の
漁
業
連
絡
協
議

会
か
ら
の
協
力
依
頼
を
受
け

て
、
効
率
的
な
が
れ
き
集
積

・
回
収
の
た
め
の
専
用
網
を

完
成
さ
せ
た
。
専
用
網
は
が

れ
き
が
網
に
絡
み
に
く
い
構

造
を
必
要
と
す
る
た
め
、
一

枚
の
タ
オ
ル
の
よ
う
な
形
状

を
採
用
。
今
年
３
月
に
宮
城

県
仙
南
地
区
の
海
域
で
専
用

網
の
実
証
試
験
を
行
い
、
が

れ
き
の
集
積
に
十
分
使
用
で

き
る
め
ど
を
つ
け
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
震
災

と
津
波
に
よ
っ
て
、
港
湾
施

設
や
護
岸
・
防
波
堤
な
ど
が

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
こ

れ
ら
の
復
旧
・
復
興
の
た
め

に
多
く
の
港
湾
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
環

で
、
が
れ
き
や
化
学
薬
品
入

り
容
器
な
ど
海
中
に
沈
ん
だ

障
害
物
の
撤
去
作
業
な
ど
潜

水
士
に
よ
る
潜
水
作
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
中
央
労
働

災
害
防
止
協
会
主
催
、
日
本

潜
水
協
会
後
援
に
よ
る
、
潜

水
作
業
の
安
全
セ
ミ
ナ
ー

「
潜
水
作
業
に
お
け
る
安
全

対
策
」
が
開
か
れ
て
い
る
。

潜
水
士
ら
作
業
関
係
者
が
安

全
に
作
業
で
き
る
よ
う
に
、

建
設
業
お
よ
び
潜
水
業
者
の

管
理
監
督
者
ら
に
対
し
て
必

要
な
安
全
対
策
な
ど
を
講
じ

て
も
ら
う
の
が
狙
い
。
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
１
回
目
が
東
京

都
港
区
で

年

月
に
開

き
、

人
が
参
加
。
２
回
目

を
仙
台
市
青
葉
区
で

年
６

月
に
行
い
、
参
加
者
が

人

に
増
加
。
さ
ら
に
要
望
が
あ

る
こ
と
か
ら
両
協
会
で
は

月
に
東
京
で
３
回
目
の
セ
ミ

ナ
ー
を
予
定
し
て
い
る
。

３
手
法
組
み
合
わ
せ

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
に
よ
っ
て
、

大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
放
射

性
物
質
は
風
に
の
っ
て
広
い

地
域
に
移
動
・
拡
散
し
、
地

表
に
降
下
し
た
。
こ
れ
ら
の

放
射
性
物
質
か
ら
出
る
放
射

線
の
分
が
、
事
故
以
前
か
ら

自
然
界
に
あ
っ
た
放
射
線
に

加
わ
り
、
人
が
受
け
る
放
射

線
の
量

被
ば
く
線
量

が

増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
事
故

由
来
の
追
加
被
ば
く
線
量
を

減
ら
す
た
め
、
「
取
り
除

く
」
「
さ
え
ぎ
る
」
「
遠
ざ

け
る
」
の
三
つ
の
方
法
を
組

み
合
わ
せ
て
除
染
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
除
染
は

年
１
月
１
日
に

全
面
施
行
さ
れ
た
「
平
成
二

十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生

し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚

染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別

措
置
法

放
射
性
物
質
汚
染

対
処
特
措
法

」
に
基
づ

き
、
国
や
市
町
村
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
実
施
す
る
。
同

原
子
力
発
電
所
に
近
く
被
ば

く
線
量
が
非
常
に
高
い
地
域

除
染
特
別
地
域

に
つ
い

て
は
、
国
が
除
染
計
画
を
策

定
し
、
除
染
を
実
施
す
る
。

そ
の
他
の
地
域
は
追
加
被
ば

く
線
量
が
長
期
的
に
年
間
１

以
下
に
な
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
市
町
村
が
実
施

計
画
を
策
定
し
、
除
染
す

る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
が
担
当

す
る
除
染
特
別
地
域
で
は
、

今
月
下
旬
に
田
村
市
で
最
初

の
本
格
除
染
が
始
ま
っ
た
。

本
格
除
染
は
イ
ン
フ
ラ
施
設

な
ど
を
対
象
と
し
た
先
行
除

染
と
は
異
な
り
、
除
染
計
画

を
策
定
し
、
仮
置
き
場
の
確

保
や
、
除
染
業
務
の
発
注
に

必
要
な
情
報
が
整
っ
た
地
域

か
ら
住
宅
や
道
路
、
水
田
、

畑
・
牧
草
地
、
森
林
な
ど
の

除
染
を
行
う
も
の
。

　
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て

も
、
放
射
性
物
質
汚
染
対
処

特
措
法
に
基
づ
き
、
実
施
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。
福
島

市
、
伊
達
市
な
ど
の
よ
う
に

年
８
月
に
原
子
力
災
害
対

策
本
部
が
決
定
し
た
方
針
に

基
づ
き
、
計
画
を
策
定
し
、

年

月
に
除
染
作
業
を
開

始
し
た
自
治
体
も
あ
る
。

相
次
ぎ
実
証
事
業

　
除
染
技
術
の
実
証
事
業
が

相
次
い
で
い
る
。
内
閣
府
は

年
度
実
施
の
「
除
染
技
術

実
証
試
験
事
業
」
で
、

件

の
技
術
提
案
に
つ
い
て
実
証

試
験
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
土
壌
除
染
や
道
路
除

染
、
木
材
除
染

丸
太

で

％
以
上
の
除
染
効
果
を
得

た
。
環
境
省
は

年
度
公
募

の
除
染
技
術
実
証
事
業
と
し

て

件
を
選
定
し
、

年
９

月
に
結
果
を
取
り
ま
と
め

る
。
さ
ら
に

年
度
分
に
つ

い
て
８
月

日
ま
で
公
募
し

て
お
り
、

件
程
度
を
選
定

す
予
定
だ
。

　

年
６
月

日
に
は
東
京

都
港
区
で
米
国
大
使
館
、
環

境
省
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

の
主
催
に
よ
る
「
除
染
技
術

に
関
す
る
日
米
情
報
交
流

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
米
国

の
除
染
関
連
企
業

社
が
持

つ
技
術
や
経
験
に
関
す
る
情

報
を
、
日
本
の
建
設
会
社
、

商
社
な
ど
除
染
関
連
事
業
者

約
１
０
０
社
と
共
有
し
た
。

　
一
方
、
同
じ
事
故
に
よ
る

放
射
性
物
質
へ
の
対
応
で
あ

っ
て
も
、
国
や
地
方
自
治
体

か
ら
明
確
な
方
針
が
示
さ
れ

て
い
な
い
の
が
、
空
調
機
用

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
の
取
り
扱

い
だ
。

　
日
本
空
気
清
浄
協
会

Ｊ

Ａ
Ｃ
Ａ

は
今
回
の
事
故
で

放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
た

も
の
の
、
空
調
機
の
エ
ア
フ

ィ
ル
タ
ー
の
交
換
作
業
時
の

安
全
性
の
確
認
方
法
や
、
作

業
基
準
、
取
り
外
し
後
の
取

り
扱
い
方
法
に
つ
い
て
明
確

な
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い

と
指
摘
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
は
方
針

が
出
る
ま
で
の
目
安
と
し
て

暫
定
的
な
指
針
を
策
定
し
て

い
る
。
さ
ら
に
関
係
省
庁
に

明
確
な
方
針
を
示
し
て
も
ら

う
よ
う
に
働
き
か
け
る
た

め
、
汚
染
さ
れ
た
エ
ア
フ
ィ

ル
タ
ー
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
２
回
に
わ

た
っ
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
法
人
会
員

に
実
施
し
て
い
る
。

年
１

月
に
行
っ
た
最
初
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
で
は
、
「
取
り

外
し
た
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
が

廃
棄
で
き
な
く
て
困
っ
て
い

る
」
「
ど
の
よ
う
に
測
定
す

れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

い
」
「
取
り
外
し
た
エ
ア
フ

ィ
ル
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
で
は
今
後
、
放

射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
エ

ア
フ
ィ
ル
タ
ー
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
２
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
、
お
よ
び
会
員
の
意
見

を
集
約
す
る
。
そ
し
て
各
事

業
所
で
一
時
保
管
さ
れ
て
い

る
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
を
、
処

分
を
含
め
て
そ
の
場
か
ら
移

動
す
る
道
筋
を
つ
け
る
よ
う

に
、
ま
ず
環
境
省
お
よ
び
、

東
京
都
環
境
局
に
働
き
か
け

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。


